
シャリンバイ 
（平成 28 年 4 月 19 日撮影）



　　
「
誠
の
心
、
信
頼
の
和
、
堅
い

絆
」
の
心
情
の
も
と
、「
み
ん
な

で
興
す
、
心
豊
か
な
宇
検
村
の

未
来
」
の
実
現
の
た
め
、
議
会

議
員
並
び
に
村
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
誠
心
誠

意
、
村
政
運
営
に
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
村
政
施
行

１
０
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

で
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
、

組
織
づ
く
り
や
企
画
立
案
の
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　　

今
後
も
、
財
政
健
全
化
は
も

と
よ
り
、
地
方
分
権
の
推
進
や

社
会
経
済
の
変
動
に
対
応
で
き

る
自
治
体
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
振
興
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

ま
た
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

平成 28 年度
施 政 方 針

　毎年、第１回村議会定例会で村長が表明する施政
方針は、その年度における政策の方向性を示すもの
です。
　今回は、今年度の施政方針の内容につきまして掲
載いたします。（※紙面の都合上一部抜粋）

 

●
行
財
政
改
革

 

●
は
じ
め
に

林
業
振
興

 

●
水
産
振
興

 

●

　　みんなで興す心豊かな宇検村の未来

元田　信有
宇検村長

に
向
け
て
、
全
郡
で
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
登
録

に
向
け
て
の
村
民
へ
の
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
き
、
合
わ
せ
て
、

村
独
自
の
事
業
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

昨
年
の
９
月
に
初
誘
殺
が
確

認
さ
れ
た
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ

の
再
発
生
は
島
内
の
生
産
者
を

は
じ
め
多
く
の
関
係
者
に
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。
本
村
の
奨
励

作
目
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
カ
ボ

チ
ャ
・
タ
ン
カ
ン
・
マ
ン
ゴ
ー
・

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
等
で
あ

り
ま
す
が
、
農
家
の
所
得
向
上

や
安
定
化
を
考
え
た
と
き
に
、

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
早
期
根
絶

は
、
成
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
28
年
度

に
お
き
ま
し
て
も
、
27
年
度
と

同
様
に
補
助
事
業
や
作
業
を
行

い
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
早
期
根

絶
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

総
面
積
の
約
91
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
る
森
林
資
源
は
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
事
業

の
展
開
を
行
う
た
め
、「
残
す
べ

き
所
は
残
し
、
活
用
す
る
と
こ

ろ
は
活
用
す
る
」
を
理
念
に
、

資
源
と
し
て
ゾ
ー
ン
を
色
分
け

し
つ
つ
、
循
環
型
林
業
の
形
態

を
目
指
し
ま
す
。

　

焼
内
湾
に
お
い
て
は
、
海
面

養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
本
村
の
主
要
な
産
業
で

あ
り
、
雇
用
創
出
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
養
殖
業

が
、
本
村
の
経
済
に
及
ぼ
す
影

響
は
多
大
で
あ
り
ま
す
。
今
後

と
も
マ
グ
ロ
・
真
珠
・
車
エ
ビ

等
の
養
殖
業
の
育
成
や
生
産
力

の
向
上
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
元
漁
家
に
つ
い
て

も
、
県
や
漁
協
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
を
と
り
、
漁
場
の
環
境
整

備
等
を
行
い
、
漁
業
就
業
者
の

確
保･

育
成
に
努
め
、
漁
家
所

得
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
経
営
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
に
よ
る
経
営
の
不
安
定

化
が
如
実
に
現
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
の
利
便
性
や
近
隣

市
町
村
の
大
型
店
舗
等
へ
村
内

購
買
者
の
流
出
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
商
工
会
や
地
元
商

店
と
連
携
し
て
地
元
優
先
の
買

い
物
や
地
産
地
消
の
啓
蒙
な
ど

を
行
い
、
経
営
の
体
質
改
善
や

合
理
化
、
近
代
化
を
促
進
し
、

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　

観
光
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
向
け
て
湯
湾
岳
を
中
心

 

●
商
工
業
・
観
光

 

●

農
業
振
興

 

●
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平成 28 年度　施政方針

と
す
る
奄
美
の
貴
重
な
自
然
を

活
か
し
た
新
た
な
観
光
の
振
興

に
、
広
域
的
に
取
り
組
ん
で
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

田
検
四
級
地
区
の
公
園
整

備
・
ケ
ン
ム
ン
公
園
整
備
も
継

続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
既
存
の
旅

館
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
都
会

の
方
々
に
自
然
や
農
作
業
体
験

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
宇
検
村

の
良
さ
を
P
R
し
、
中
長
期
滞

在
型
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う

な
施
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

　

住
宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
I

タ
ー
ン
者
や
U
タ
ー
ン
者
、
山

村
留
学
な
ど
の
新
規
定
住
希
望

者
に
対
し
て
、
空
き
家
再
生
等

推
進
事
業
で
確
保
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
築
33
年
を
経
過

す
る
古
欄
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
総

合
改
善
事
業
を
実
施
し
、
改
修

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　　

診
療
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
会
医
療
法
人
鹿
児
島
愛
心
会

と
平
成
29
年
３
月
ま
で
の
委
託

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
、
医
師
確
保
が
困
難

な
た
め
医
科
等
の
診
療
が
、
週

に
３
回
と
な
っ
て
お
り
、
村
民

の
方
々
に
大
変
ご
迷
惑
を
か
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
平
成
27
年
９
月
の
国

会
で
の
医
療
法
改
正
で
、『
地
域

の
医
療
機
関
等
を
開
設
す
る
複

数
の
医
療
法
人
、
そ
の
他
の
非

営
利
法
人
の
連
携
を
目
的
と
す

る
一
般
社
団
法
人
に
つ
い
て
、

都
道
府
県
知
事
が
、
地
域
医
療

連
携
推
進
法
人
と
し
て
認
定
す

る
。』と
法
改
正
が
あ
っ
た
た
め
、

平
成
28
年
度
に
瀬
戸
内
町
・
宇

検
村
で
地
域
医
療
連
携
体
制
の

構
築
、
具
体
的
な
施
策
と
い
う

こ
と
で
、
国
の
補
助
を
受
け
て

調
査
委
託
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　

村
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
は
、
行
政

の
最
も
基
本
と
す
る
も
の
で
す
。

見
直
さ
れ
た
村
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
い
て
、
台
風
被
害
や
集

中
豪
雨
被
害
の
教
訓
を
生
か
し
、

防
災
対
策
を
引
き
続
き
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

津
波
対
策
と
し
て
は
、
本
村

は
海
岸
線
が
長
い
地
形
的
特
色

が
あ
り
、
過
去
に
津
波
が
発
生

し
て
い
る
た
め
、
津
波
被
害
の

危
険
性
は
高
い
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
津
波
到
達
時
間
も
15

分
か
ら
20
分
と
、
到
達
す
る
標

高
も
約
３
メ
ー
ト
ル
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
住
民
に
周
知
を
し
、
各
集

落
に
お
け
る
体
制
整
備
の
検
討

を
図
り
な
が
ら
、
村
民
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

村
教
育
振
興
基
本
計
画
を
踏

ま
え
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
未

来
（
あ
す
）
へ
は
ば
た
く　

心

豊
か
で　

た
く
ま
し
い
人
づ
く

り
」
を
基
本
目
標
と
し
、
そ
の

推
進
に
あ
た
っ
て
は
「
郷
土
の

豊
か
な
風
土
や
教
育
的
な
伝
統

を
生
か
し
、
ふ
る
さ
と
に
立
つ

教
育
」
を
視
点
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
豊

か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む

教
育
」「
確
か
な
学
力
の
定
着
と

個
性
の
伸
長
を
図
る
教
育
」「
信

頼
さ
れ
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
を
推
進
し
ま
す
。
児
童
生

徒
減
少
対
策
で
す
が
、
阿
室
校

区
は
、
27
年
度
同
様
の
助
成
を

行
う
も
の
と
し
、
名
柄
校
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
５
年
間
の
助

成
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、
阿
室

校
区
同
様
、
引
き
続
き
助
成
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
宇
検
村
児

童
生
徒
減
少
対
策
委
員
会
の
構

成
員
を
拡
大
し
、
全
村
的
な
立

場
か
ら
現
況
の
課
題
や
今
後
の

対
策
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
よ

り
良
い
施
策
や
方
向
性
を
見
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、「
教

育
の
基
盤
づ
く
り
と
人
づ
く
り

を
進
め
る
生
涯
学
習
」
を
推
進

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
、

　

村
政
運
営
は
、
ま
だ
ま
だ
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、

み
ん
な
で
豊
か
な
未
来
の
実
現

を
目
指
し
、
親
ふ
じ
か
ら
受
け

継
い
だ
こ
の
素
晴
ら
し
い
宇
検

村
を
さ
ら
に
住
み
や
す
い
村
に

す
る
た
め
、
常
に
村
の
将
来
を

見
据
え
な
が
ら
、
議
会
や
村
民

の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
村
政
に
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
す
。

消
防

・
防
災

 

●

教
育
行
政

 

●

整
備
事
業

 

●

保
健
福
祉

 

●
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平成28年度　宇検村職員の人事異動
氏　　名 新所属・職名 旧所属・職名

    渡　　博文 総務企画課長 会計管理者兼会計課長
○ 松元　五月 産業振興課長 総務企画課長補佐
○ 辰島　月美 会計管理者兼会計課長 保健福祉課長補佐

《課長級》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 平成 28 年 4 月 1 日付け　○＝昇格

氏　　名 新所属・職名 旧所属・職名
　原田　俊昭 総務企画課長補佐 住民税務課長補佐
　保枝　力人 住民税務課長補佐 産業振興課主幹兼係長
　亀石　広美 保健福祉課長補佐 総務企画課主幹兼係長
　松井　　学 総務企画課長補佐 総務企画課主幹
　藤　　貴文 総務企画課主幹兼係長 総務企画課主幹
　津曲さつき 田検保育所長 田検保育所主幹兼保育士
　屋宮　徳樹 産業振興課主幹兼係長 産業振興課主幹
○古島　幸夫 産業振興課主幹 産業振興課係長
○新元真美子 住民税務課主幹 住民税務課主査

《課長補佐級》

氏　　名 新所属・職名 旧所属・職名
○内田　健治 総務企画課主査 総務企画課主事
○宮原新次郎 （広域）総務企画課主査 ( 広域 ) 総務企画課主事

《係長級》

氏　　名 新所属・職名 旧所属・職名
○脇元陽美呼 田検保育所保育士主事 田検保育所保育士主事補
○相良　博樹 産業振興課主事 産業振興課主事補
○正野　太葉 産業振興課主事 産業振興課主事補

《主事級》

氏　　名 新所属・職名
隈元　裕平 総務企画課主事補
吉原　周平 産業振興課主事補
栄　　夏美 田検保育所保育士主事補
幸田　夕貴 田検保育所保育士主事補

《新規採用》
氏　　名 旧所属・職名

松井　寿一 総務企画課長
肥後　充浩 産業振興課長

　富山　利枝子 田検保育所長
森山　克子 阿室保育所主幹

《退職者》※平成 28 年 3 月 31 日付け

新規採用職員の紹介

●総務企画課

隈
くまもと

元　裕
ゆうへい

平
（27 歳）

●産業振興課  

吉
よしはら

原　周
しゅうへい

平
（20 歳）

●田検保育所

幸
こ う だ

田　夕
ゆ き

貴
（29 歳）

●田検保育所

栄
さかえ

　夏
な つ み

美
（26 歳）

　子ども達に安心と
笑顔を！地域の皆様
にも元気と笑顔を届
けられるように頑張
ります。よろしくお
願いします。

　海と山と、村民の
皆さんの温かい心に
囲まれている宇検村
を、全力で盛り上げ
ていきたいと思いま
す。どうぞよろしく
お願い致します。

　自然豊かな環境で
子ども達と過ごせる
事をとても嬉しく思
います。たくさんの
笑顔を保育所から宇
検村全体に届けてい
きたいです。

　仕事だけでなく、
地域行事にも積極的
に参加し、１日でも
早く宇検村の住民の
皆さんに顔と名前を
覚えてもらいたいで
す。

平成 28 年度新規採用職員４名をご紹介します。

■

■
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平成28年度当初予算■

52.7%
10.8%

7.3%

11.8%

4.7%4.1%

8.6%

地方交付税村債

国庫支出金

繰入金

県支出金

村税
その他

3億 3,630 万円

3億 760 万円

1億 3,501 万円

2億 4,503 万円

2億 795 万円

1億 1,554 万円

15 億円

（地方譲与税・地方消費税交付金・
分担金及び負担金・使用料及び
手数料・財産収入など）

15.5%

12.1%

12.0%

15.0%

9.7%

14.0% 民生費

公債費

教育費

農林水産業費

土木費 総務費

その他

4 億 5,830 万円

3 億 4,226 万円

衛生費
1 億 5,957 万円

2 億 7,457 万円

3 億 4,570 万円

（消防費 1 億 2,160 万円・商工費 7,899 万円
議会費 5,847 万円・予備費 1,550 万円など）

16.1%

4 億 4,112 万円

3 億 9,925 万円 4 億 2,666 万円

5.6%

　平成 28 年度の当初予算について、元田村長は施政方針の中で「財政力の乏しい本村に

おきましては、国・県からの依存財源も厳しさを増していますが、住民サービスを低下さ

せないために、事業の効果や必要性など十分な検討を行い、「最小の経費で最大の効果」

を目指し、慎重に予算編成に努めたところです。」などと述べました。

　ここでは平成 28 年度当初予算の概要を紹介します。

総額　28億 4,743 万円

歳入 歳出　

《平成 28 年度の主な事業一覧》

増減
（前年度比）
△ 2,429 万円

△ 69 万円

1 億 769 万円

926 万円

335 万円

140 万円

40 万円

予算額

3 億 8,451 万円

7,583 万円

4 億 8,663 万円

7,639 万円

1,942 万円

2 億 8,420 万円

3,754 万円

会計区分

国 保 事 業

国 保 施 設 事 業

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

漁 港 漁 村 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

《平成 28 年度特別会計予算》

議　会　費 33,054 円　　
総　務　費 241,189 円　　
民　生　費 249,358 円　　
衛　生　費 90,202 円　　

農林水産業費 195,419 円　　
商　工　費 44,652 円　　
土　木　費 225,693 円　　
消　防　費 68,742 円　　
教　育　費 193,474 円　　

《村民１人当たりに使われるお金》

※人口：1,769 人（平成 28 年 3 月末現在）で計算

総 務 費
1,962 万円

衛 生 費 
317 万円

教 育 費
1 億 153 万円

530 万円

奄美空港ターミナルビル拡張工事負担金

TNR（ノラ猫不妊去勢）事業

久志小中学校校舎増築事業費

学校給食助成金（給食費無料化）

土 木 費
1 億 6,310 万円

2,700 万円

農 林 水 産 業 費
5,000 万円

1,600 万円

1,423 万円

道路整備事業（湯湾大棚線等）

古欄住宅改善工事（1 号棟）

ミカンコミバエ緊急防除対策事業

奄美農業創出支援事業費

水産物供給基盤機能保全事業費

前年度比0.5％増額
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　平成 20 年度から始まった「ふるさと納税」は、

村外在住で宇検村を応援してくださる方々から
たくさんのご寄付をいただいており、地域活性
化及び村民の福祉向上に関する事業などに有効
活用させていただいております。
　平成 27 年度は、68 件、2,154,000 円のご寄
付があり、いきいきサロン事業や宮城県七ヶ宿
町交流事業及びうけん市場の運営補助費等に活
用させていただきました。誠にありがとうござ

いました。
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【いきいきサロンの様子】

宇検村ふるさとむらづくり寄付金■
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国定公園内での行為について■
　奄美群島地域は，自然の風景地を保護するとともに，その利用促進を図り，国民・県民
の保健・休養・教化に資することを目的とした国定公園を有しています。
　国定公園内では，優れた風景地を保護するため，自然公園法に基づき，各種開発行為が
規制されています。
　国定公園内において，次のような開発行為等を行う場合は，事前に県知事への許可申請・
届出の手続きが必要となります。

※国定公園内での開発行為等については，手続きが必要です。

○  手続きの必要な行為（一例）

○  許可申請・届出の手続き

○  違反行為について

国定公園区域内での許可申請・届出について不明な点がありましたら，下記にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】
大島支庁総務企画課　商工観光係　電話　０９９７－５７－７２１５
行為地の市町村役場　
■許可申請書の提出先
行為地の市町村役場
■県のホームページ（検索方法）
鹿児島県庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ→くらし・環境→環境保全・自然保護→自然公園→行為許可申請書・届出書様式

・工作物（建築物を含む）の新築・改築・増築
・木竹の伐採
・広告物の掲出（案内板等を含む）
・開墾・土地の形状変更
・鉱物や土石の採取
・屋根・壁面の色彩の変更
・環境大臣が指定する植物の採取又は損傷等

自然公園法の規定に違反した行為や無許可での行為等については罰則が設けられています。

（１）申請・届出の様式
・様式・必要な添付書類・記載要領については，県のホームページに掲載されています。
（２）標準的な処理期間　
・通常約１か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く）
（３）注意事項
・行為の種類，規模，地種区分の違いにより手続き等に違いがあること，また，行為の場所や内容によっ
ては，許可ができない場合もあることから，事前に大島支庁総務企画課もしくは関係市町村役場にご
相談ください。
・奄美群島国定公園では，採取又は損傷を行う場合に許可が必要な植物として環境大臣が指定してい
る植物が８４種（イソマツ，ミズガンピ，ヒカゲヘゴ等）あります。国定公園内で植物を採取される
場合は，その植物が指定種に該当しないか事前に大島支庁総務企画課もしくは関係市町村役場にご確
認ください。
・自分の所有地でも，国定公園内での行為については，手続きが必要となります。
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